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主要成果 

 

 

 

［成果の内容］ 

日本では農耕地への化学肥料の施肥に伴い大気へ揮散するアンモニアの量を算定する

ための係数（発生係数）が求められておりません。そこで、日本の重要な農耕地である水

田や、アンモニア揮散を抑制するはたらきが解明されつつある火山灰土壌（黒ボク土）の

畑を対象としたアンモニア発生係数を算定しました。さらに、2009 年版の欧州環境庁発生

インベントリーガイドブックの発生係数と組み合わせて、主な化学肥料の発生係数を整理

しました（表１）。これらの発生係数は春季の平均気温の一次式であり、気温を指標とした

気候の相違を考慮することができるため、わが国への適用が可能と期待されます。 
水田については、野外実験から得られた尿素の施肥に伴うアンモニア揮散率（施肥窒素

の 8.2%）にアンモニア揮散の数値モデルによる温度補正を加えて発生係数を求めました。 
黒ボク土については、黒ボク土の畑における野外実験と黒ボク土を用いた培養実験にお

いて施肥に伴うアンモニア揮散がとても小さかったことを考慮して、農耕地が黒ボク土の

畑の場合には発生係数を 0.1 倍とする補正を導入しました。 
アンモニア発生係数と日本における化学肥料消費量の統計情報（FAOSTAT）を利用し

て、わが国における化学肥料の施肥由来のアンモニア発生インベントリーを算定しました。

1971～2002年の全国の化学肥料の消費量 46万 3千～82万 1千トン窒素に対して（図１）、

アンモニア発生量は 1.4 万～2.3 万トン窒素でした（図２）。 
この成果は、農耕地への化学肥料の施肥による大気へのアンモニア発生量の推計や、大

気輸送・沈着モデルなどによる窒素負荷の予測評価に大きく貢献します。 
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化学肥料の施肥由来のアンモニア発生インベントリー 

［要約］ 

欧州環境庁のガイドブックに準じ、水田への尿素施肥と黒ボク土畑への化学肥料施肥を

加えたアンモニア発生係数を求めました。化学肥料の施肥によるわが国の大気へのアン

モニア発生量は 1.4 万～2.3 万トン窒素（1971～2002 年）と算定されました。 

［背景と目的］ 

窒素肥料の施肥によりアンモニアが大気へ揮散する可能性があります。揮散したアンモ

ニアは微小エアロゾルの形成や一酸化二窒素の間接発生などを通じて気候変動に影響

を及ぼします。しかし、日本独自のアンモニア発生係数はまだ算定されておりません。

そこで、欧州の発生係数に準じ、日本の実情を考慮した化学肥料の施肥由来の発生係数

および発生インベントリーを算定することを目的として研究を行いました。 
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表１ アンモニア発生係数（化学肥料の施肥） 

 

化学肥料 発生係数 土壌 pH 補正 黒ボク土補正 

硫酸アンモニウム 0.0088 + 0.0005 Ts 10 0.1 

硝酸アンモニウム 0.0066 + 0.0001 Ts 1 0.1 

リン酸アンモニウム 0.0088 + 0.0005 Ts 10 0.1 

尿素 0.0879 + 0.0029 Ts 1 0.1 

尿素（水田） 0.0266 exp (0.0698 Ts) 1 － 

複合肥料（NK, NPK） 0.0066 + 0.0001 Ts 1 0.1 

 
出典： EEA (2009)、ただし尿素（水田）と黒ボク土補正は本研究において算定。 

発生係数： 施肥窒素量に対しアンモニアとして揮散する窒素量の比（注：EEA のオリジナ

ルの発生係数はアンモニアとしての量を与えるものであり、窒素の量に換算した）。 

Ts： 春季平均気温（℃）。EEA (2009) では 1 月 1 日以降の正の日平均気温の積算値が 400℃

に達してから 3 ヶ月間の平均気温と規定。日本への適用においては、同様としつつ平均気温

の計算期間が 6 月 30 日を越えないこととする。 

土壌 pH 補正： 土壌 pH が 7.0 を超える場合に適用。 

黒ボク土補正： 黒ボク土（黒ボク土、厚層黒ボク土、黒ボクグライ土）の畑の場合に適用。 

図１ わが国における化学肥料の消費量（窒素として） 

出典： FAOSTAT。硫安：硫酸アンモニウム、硝安：硝酸アンモニウム。 
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図２ わが国における化学肥料の施肥由来のアンモニア発生量（窒素として） 
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